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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公表番号】特表2011-527570(P2011-527570A)
【公表日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-044
【出願番号】特願2011-517379(P2011-517379)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月27日(2012.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生細胞に形質移入するためのＲＣＡ産物の生産方法であって、
　二本鎖ＤＮＡ（ｄｓＤＮＡ）、一本鎖ＤＮＡ（ｓｓＤＮＡ）及びＲＮＡからなる群から
選択される１種以上の環状核酸鋳型を、１種以上のオリゴヌクレオチドプライマーであっ
てその少なくとも一部分が上記環状核酸鋳型の一部分と相補的であるオリゴヌクレオチド
プライマーと混合し、
　上記オリゴヌクレオチドプライマーを上記環状核酸鋳型にアニールさせ、
　アニールしたプライマーと鋳型に、１種以上のポリメラーゼと所定量のデオキシリボヌ
クレオチド三リン酸（ｄＮＴＰ）を添加し、
　上記環状核酸鋳型をＲＣＡで複製してＲＣＡ産物を得て、
　ＲＣＡ産物を形質移入媒体に直接移す
ことを含む方法。
【請求項２】
　前記ＤＮＡポリメラーゼが３’－５’エキソヌクレアーゼ活性又は鎖置換活性を示し、
好ましくはバクテリオファージφ２９　ＤＮＡポリメラーゼ、Ｔｔｓ　ＤＮＡポリメラー
ゼ、ファージＭ２　ＤＮＡポリメラーゼ、ＤＮＡポリメラーゼＩのクレノウ断片、Ｔ５　
ＤＮＡポリメラーゼ、ＰＲＤ１　ＤＮＡポリメラーゼ、Ｔ４　ＤＮＡポリメラーゼホロ酵
素、Ｔ７　ＤＮＡポリメラーゼ及びＢｓｔ　ＤＮＡポリメラーゼからなる群から選択され
る、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＮＡポリメラーゼが３’－５’エキソヌクレアーゼ活性を示さない、請求項１記
載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＮＡポリメラーゼが、Ｔａｑポリメラーゼ、Ｔｆｌポリメラーゼ、Ｔｔｈポリメ
ラーゼ、真核生物ＤＮＡポリメラーゼα、及び３’－５’エキソヌクレアーゼ活性がなく
なるように改質されたＤＮＡポリメラーゼからなる群から選択される、請求項３記載の方
法。



(2) JP 2011-527570 A5 2012.5.31

【請求項５】
　前記ｄＮＴＰの少なくとも一部分が、ホスホチオエート化ヌクレオチド、ロックド核酸
（ＬＮＡ）、ｄＵＴＰ、ｄＩＴＰ、ｒＮＴＰ、５－メチルｄＣＴＰ、２－アミノ－ｄＡＴ
Ｐ、２－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＣＴＰ及びデアザ－ｄ
ＧＴＰからなる群から選択される修飾ヌクレオチドである、請求項１乃至請求項４のいず
れか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記環状核酸鋳型が、１以上のプロモーター配列と１以上のターゲット配列と１以上の
終結配列とを含んでおり、前記プロモーター配列及び終結配列が好ましくは真核生物の配
列であり、前記ターゲット配列が、宿主生物で免疫応答を誘発することのできる発現産物
をコードする、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記ターゲット配列が、表面抗原のようなタンパク質、メッセンジャーＲＮＡ（ｍＲＮ
Ａ）配列、非コードＲＮＡ配列、マイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）配列、低分子干渉ＲＮＡ
（ｓｉＲＮＡ）配列及びモノクローナル抗体（ｍＡｂ）鎖の少なくともいずれかをコード
する、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記ターゲット配列が、細菌、ウイルス、真菌、寄生生物又は非寄生生物のうちの１種
以上に由来する、請求項６又は請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記環状ＤＮＡ鋳型が、各々宿主生物で免疫応答を誘発することのできる異なる発現産
物をコードする２種以上のターゲット配列を含む、請求項１乃至請求項８のいずれか１項
記載の方法。
【請求項１０】
　生物で免疫応答を誘発する方法であって、
　１以上のプロモーター配列と１以上のターゲット配列と１以上の終結配列とを含む二本
鎖ＤＮＡ（ｄｓＤＮＡ）、一本鎖ＤＮＡ（ｓｓＤＮＡ）及びＲＮＡからなる群から選択さ
れる環状核酸鋳型であって、上記１以上のターゲット配列が細菌、ウイルス、真菌、寄生
生物又は非寄生生物のうちの１種以上に由来し、かつ生物で免疫応答を誘発することので
きる発現産物をコードしている、環状核酸鋳型から、ＲＣＡ産物を調製する段階と、
　有効量の上記ＲＣＡ産物を未処理の形態で上記生物に投与する段階と
を含む方法。
【請求項１１】
　前記ＲＣＡ産物の少なくとも一部分が、ホスホチオエート化ヌクレオチド、ロックド核
酸（ＬＮＡ）、ｄＵＴＰ、ｄＩＴＰ、ｒＮＴＰ、５－メチルｄＣＴＰ、２－アミノ－ｄＡ
ＴＰ、２－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＣＴＰ及びデアザ－
ｄＧＴＰからなる群から選択される修飾ヌクレオチドを含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記ターゲット配列が、細菌、ウイルス、真菌、寄生生物又は非寄生生物の表面抗原を
コードする、請求項１０又は請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記環状核酸鋳型が、各々宿主生物で免疫応答を誘発することのできる異なる発現産物
をコードする２種以上のターゲット配列を含む、請求項１０乃至請求項１２のいずれか１
項記載の方法。
【請求項１４】
　細胞の形質移入方法であって、
　ホスホチオエート化ヌクレオチド、ロックド核酸（ＬＮＡ）、ｄＵＴＰ、ｄＩＴＰ、ｒ
ＮＴＰ、５－メチルｄＣＴＰ、２－アミノ－ｄＡＴＰ、２－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ
－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＣＴＰ及びデアザ－ｄＧＴＰからなる群から選択される修飾
ヌクレオチドを含む未処理ＲＣＡ産物を得る段階と、
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　未処理ＲＣＡ産物を１以上の細胞に形質移入する段階と
を含む方法。
【請求項１５】
　生物への投与に適した１種以上の未処理ＲＣＡ産物を含むワクチンであって、前記ＲＣ
Ａ産物が、二本鎖ＤＮＡ（ｄｓＤＮＡ）、一本鎖ＤＮＡ（ｓｓＤＮＡ）及びＲＮＡからな
る群から選択される１以上の核酸鋳型から少なくとも部分的に生産される、ワクチン。
【請求項１６】
　前記未処理ＲＣＡ産物が、ホスホチオエート化ヌクレオチド、ロックド核酸（ＬＮＡ）
、ｄＵＴＰ、ｄＩＴＰ、ｒＮＴＰ、５－メチルｄＣＴＰ、２－アミノ－ｄＡＴＰ、２－チ
オ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＣＴＰ及びデアザ－ｄＧＴＰから
なる群から選択される修飾ヌクレオチドを含む、請求項１５記載のワクチン。
【請求項１７】
　前記未処理ＲＣＡ産物が、生物で免疫応答を誘発することのできる発現産物をコードす
る１種以上のターゲット配列を含む、請求項１５記載のワクチン。
【請求項１８】
　生細胞の形質移入に適した１種以上の未処理ＲＣＡ産物を含む形質移入製品であって、
前記ＲＣＡ産物が、二本鎖ＤＮＡ（ｄｓＤＮＡ）、一本鎖ＤＮＡ（ｓｓＤＮＡ）及びＲＮ
Ａからなる群から選択される１以上の核酸鋳型から少なくとも部分的に生産され、前記未
処理ＲＣＡ産物が、ホスホチオエート化ヌクレオチド、ロックド核酸（ＬＮＡ）、ｄＵＴ
Ｐ、ｄＩＴＰ、ｒＮＴＰ、５－メチルｄＣＴＰ、２－アミノ－ｄＡＴＰ、２－チオ－ｄＴ
ＴＰ、４’－チオ－ｄＴＴＰ、４’－チオ－ｄＣＴＰ及びデアザ－ｄＧＴＰからなる群か
ら選択される修飾ヌクレオチドを適宜含む、形質移入製品。
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